
 

 

 

                             

 

 「冷えは万病のもと」といわれるくらい、体が冷えると様々な不調を引き起こす原因にもなります。校舎内は

教室が暖かくても、廊下やトイレは寒い時があります。衣服の調節ができるよう重ね着をするなど工夫をお願い

します。体を温めて冬を元気に乗り越えてほしいと思います。 

 

感染症情報 

気温が下がり、体調を崩す児童が増えてきています。感染症の場合、集団生活を送る学校では感染拡大

につながる事もありますので、引き続きお子様の健康観察をお願いします。朝から微熱があったり、不調を訴

えていたりする場合は、ご家庭で休養してください。学校生活上、体調不良を起こし改善が見られない場合

は保護者へ連絡いたしますので、早退のご協力をお願いします。 

 

 〇伝染性紅斑（りんご病）・・・低学年で発症が多く、風邪症状の後に頬に紅斑が見られ、手足にもレース

状の紅斑が見られる。 

〇マイコプラズマ感染症・・・約４日～１週間、かぜの症状がゆっくりと進行し、特にせきが徐々に激しく 

る。重症例では呼吸困難になる場合にもある。 

  〇溶連菌感染症・・・発熱とのどの痛みがあり、子供に多く見られる。治療が不十分だと腎炎など併発する

恐れがある。 

  〇インフルエンザ・・・悪寒、頭痛、高熱（３９度～４０度）で発症する。脳症を併発すると、死に至ることや後

遺症を残すこともあるので、インフルエンザワクチンの接種が有効である。 

  〇ノロウイルス・・・嘔吐と下痢が突然始まり感染力が強い。感染症患者の吐物や便に多量の 

                病原体が含まれている。 

 

     冬休みを健康に過ごすためにも、症状がでた際は病院受診をお願いします 

 

インフルエンザウイルス、ノロウイルス、コロナウイルスなど、感染症を引き起こすウイルスは 

人から人へうつるので、自分や周りの人がかからないように次のことに気を付けてください。 

□人が大勢いる場所ではマスクをつける。 

□せきエチケットに注意する。 

（せきが出そうになったら、ティッシュ・ハンカチ、上着の袖などを使って、口や鼻をおさえる） 

□石けんでていねいに手を洗う 

□しっかり栄養をとる 

□ぐっすり眠る 

□規則正しい生活をする 
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